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論　　文　　の　　要　　旨
　Mini孤a1㎜odelとは真のele孤entarysubmodelを持たないような構造である。またpぎi狐e棚ode1とは，
それとe1ementari1y　equ1Va1entな構造に常にe1e㎜entaryに埋め込めるような構造をいう。この二つの
概念はいずれも構造が小さいということを表したものである。しかし，一般には二つの概念は必ずし
も一致しない。
　実際〃＝（〃，＝）はprime㎜ode1であるがminima1㎜ode1ではない。またこの場合には〃と
e1e㎜entari1y　equiva1entな㎜i巫i狐a1聡odeiは存在しない。O㎜1tti㎎Types　Theore㎜を使えば，〃＝（Z，
十，O）は聰量Di㎜a1mode1であるがpri㎜e㎜ode1ではないことが判る。
　Mini聰a1㎜odelの構造に関して有名なものは次の定理である。
　定理（She1ah）。〃がω一∫肋1gな榊舳舳1榊o〃ならば〃の中に長さ無限の加伽o舳伽θ就は存在
しない。
　Marcusはこの定理においてω一stab1eの仮定は必要なことを示した。彼の例を解析するとそのモデ
ルはstab1eだがsuperstab1eでないものになっている。そこではたしてShe1ahの定理はs岬erstab1eに
拡張されるか否かが問題になる。本論文において池田氏は肯定的結果を得た1
　結果1．〃が8ψ㈱肋1θな猟伽舳1猟o〃ならば〃の中に長さ無限の棚｛ow榊舳3θ官は存在しない。
　榊（T）で理論丁のmini㎜a1㎜ode1の個数を表すとする。No＜榊（τ）＜2N0となるTが存在するか
どうかは解かれていない問題である。Marcusは1変数関数記号を1つだけ持つ言語ムからなる理論
丁では脇（T）＞1から肌（T）＝2N0が結論されることを示した。本論文において氏が示した以下の
定理はこの結果の拡張になっている。
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　結果2．Tを吻肋で肋刎な伽oηとして，μをTの榊伽棚1であるが抑榊でない榊o〃とする。
このモデルの中の元のび一舳たがすべて1以下ならば榊（T）＝2N0となる。
　また氏の結果の系として，一変数関数記号を可算個持つような氏丁に対しても榊（T）＞1から榊（T）
＝2N0が結論される。
審　　査　　の　　要　　旨
　本論文におてはよく知られた二つの結果の拡張がなされている。その拡張は機械的になされるもの
ではなく，多くのアイディアを含んでいる。
　実際，結果ユにおいてはenve1opeという概念により，prime脈ode1の存在を仮定しない証明方法を
与えた。また結果2においては，古典的な手法の組み合わせであるMarcusの緒果に現代的な手法に
よりアプローチを試み，明解な証明を与えることに成功している。氏の結果とその証明方法は今後の
㎜ini狐a1狐ode1の研究に大きな影響を与えるものと思われる。
　よって，著者は博士（数学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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